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音声言語は，人が他者とコミュニケーションするための重要な手段の一つである．乳児

は，養育者との発声やりとりを通じて音声言語を発達させていることが観察実験により示

唆されている[1]．一方，養育者への非言語的な感情の伝達が前言語期の乳児においても示

唆されており[2]，コミュニケーションを通じた音声発達過程の理解のためには乳児の感情

性情報が養育者へ及ぼす影響を考慮する必要がある．従来の観察的な実験では，倫理的な

問題や，言葉の通じない乳児を扱っているため，乳児の行動を統制して実験することが困

難であり，発達様相の記述には及んでも，その詳細な機序を理解するまでには至っていな

い．これに対し，乳児の代わりに乳児と同等の能力を持つ乳児ロボットを統制可能なプラ

ットフォームとして用いることで，その機序の構成的理解に迫るアプローチがある[3]．乳

児は様々な身体的制約のもとで声帯を巧みに制御することで感情的な声質を獲得している

ようであるが，これまでの乳児様発話ロボットでは声帯は単純な機構でモデル化されてい

た．しかし，乳児の感情性音声などより複雑な音声発達過程を理解するためには，実際の

乳児と同じ身体的制約を含めて声帯機構が構成される必要があると考えられる．そのため，

我々の研究グループでは，そのような統制実験に最適なプラットフォームとして，乳児様

発話ロボット Linguaの開発に取り組んでいる[4, 5]． 
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